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1985 年より臨床的に実証されています 

JP



SIMPLICITY AND VERSATILITY

インプラントのデザインひとつで臨床の可能性が広がります

最も長い歴史があるショートインプラントです。

SHORT®インプラントは、骨増生の必要性を最小限にする
とともにインプラント埋入の可能性を最大限にします。

5.0mm

T
he Bicon System は、比類の無いインプラントシス
テムであり、1985年以来、歯科業界において包括

的な解決策を打ち立ててきました。

バイコンのプラトーデザインは、SHORT®インプラン
ト研究の発端となった生体工学原理に基づいてい
ます。

バイコン特有のバクテリアルシール、ロッキングテー
パー、ノンスクリューアバットメントは、他のインプラ
ントシステムでは不可能な補綴操作を可能にします。

また、バイコンインプラントでは、スローピングショ
ルダー部に骨の形成スペースが確保されるため、骨
の支持を有する歯間乳頭が形成され、審美性に優
れた歯肉の再現が可能となります。

バイコン独自のインプラントデザインや臨床テクニッ
クは、留まることなく日々進化を続けています。

私たちは、より多くの先生方、より多くの患者様にバ
イコンインプラントの素晴らしさを知っていただきた
いと願っております。

私は、1997年からバイコンインプラントを愛用しており、
簡便性と信頼性に非常に満足しています。

SHORT®インプラントは、イギリスで発売されるようになっ
てからすぐに臨床応用するようになりました。

これまで、インプラント治療に付随するあらゆる骨増生手
術の経験がありますが、SHORT®インプラントを使用する
ことによって骨増生手術の必要性が全くなくなってしまい
ました。

上顎洞や下歯槽管との位置関係を危惧することなくインプ
ラントを埋入することができるようになったので、患者様
に骨増生について説明する必要もなくなり、またインプラ
ント治療自体も受け入れていただきやすくなりました。

Bill Schae�er, 口腔外科医

私は25年以上の臨床経験のなかで、骨増生の必要性があ
る場合には積極的に施行してきました。しかし、全ての患
者様がそういった処置を望んでいるわけではなく、なかに
は骨増生手術の大変さを危惧してインプラント治療自体
を躊躇されてしまう方もいました。

 SHORT®インプラントを導入することによって、骨増生を施
行しなくても対応可能なケースが飛躍的に増え、また、コ
スト的な面からも患者様が積極的にインプラント治療を
受け入れてくれるようになりました。

Joseph Leary, 歯周病専門医



WHY SHORT® IMPLANTS?

プラトーデザイン インプラント周囲骨の変化

BICON SHORT® IMPLANTS を使用することに
よって、難症例に対しても柔軟に対応してい
ただけます。
重要組織を回避したインプラント埋入、骨増
生を必要としないインプラント埋入が可能と
なるのです。
ショートインプラントが多くの臨床ケースに
おいて成功を収め、様々な問題を解決してい
ることから、インプラントに過度な長さは必
要ないと考えています。

3 重要組織を回避したインプラント埋入
3 骨増生の必要性を最小限に
3 インプラント埋入の可能性を最大限に
3 インプラント治療を希望する患者数の増加
3 臨床的に実証されたソリューション
3 連結を必要としない上部構造
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下顎臼歯部に埋入された3本の 5.0 
x 6.0mm SHORT®インプラントと 
Integrated Abutment Crowns™ 

下歯槽管のレベルにご注目下さい。

術後4年
下顎臼歯部に埋入された2本の 5.0 
x 6.0mm SHORT®インプラントと 
Integrated Abutment Crowns™ 

下歯槽管のレベルにご注目下さい。

術後4年
下顎左側第一大臼歯部に埋入さ
れた 6.0 x 5.7mm SHORT®インプ
ラントと Integrated Abutment 
Crowns™

術後7年
下顎左側第一大臼歯部に埋入さ
れた 6.0 x 5.7mm SHORT®インプ
ラントと Integrated Abutment 
Crowns™

術後5年

下歯槽管を回避したインプラント埋入 上顎洞を回避したインプラント埋入 文献

上顎左側第一大臼歯部に埋入さ
れた 6.0 x 5.7mm SHORT®インプ
ラントと Integrated Abutment 
Crowns™ 

上顎洞のレベルにご注目ください。

術後6年
上顎左側第二大臼歯部に埋入さ
れた 5.0 x 6.0mmSHORT®インプ
ラントと Integrated Abutment 
Crowns™ 

上顎洞のレベルにご注目ください。

術後4年
上顎右側第一大臼歯部に埋入され
た 6.0 x5.7mm SHORT®インプラン
トとMBクラウン 
上顎洞のレベルにご注目ください。

術後12年
上顎右側第一大臼歯部に埋入さ
れた 6.0 x 5.7mm SHORT®インプ
ラントと Integrated Abutment 
Crowns™ 

上顎洞のレベルにご注目ください。

術後7年

SHORT® インプラントの歴史

トーマス・ドリスクル氏が
ショートインプラントの
研究を開始。
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バイコンインプラントのプラトーデザインは、同サイズのスクリューイ
ンプラントと比較して表面積が30％以上広く設計されています。イン
プラントのフィン間には成熟したハバース骨層板が形成されるため、
より強固なオッセオインテグレーションを得ることが可能です。

バイコンの臨床研究は、1985年
からインプラントの設計に焦点
を絞って行われてきました。

右記のバイコンショートインプラ
ントの研究論文をご覧下さい。
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6.0 x 8.0mm インプラ
ントのFDA承認取得。

5.7mm インプラント
の臨床研究開始。

6.0 x 8.0mm SHORT® 
インプラント

6.0 x 5.7mm SHORT® 
インプラント

4.5 x 8.0mm イ
ンプラント発
表、FDA承認
取得。

4.5 x 6.0mm インプラン
ト発表、FDA承認取得。

6.0 x 6.0mm インプラン
ト発表、FDA承認取得。

4.0 x 5.0mm、内径
2.5mm SHORT®インプ
ラント発表、FDA承認
取得。
4.0 x 6.0mm (日本未
承認)、 内径2.5mm 
SHORT®インプラント発
表、FDA承認取得。

長径8.0mm イ
ンプラント誕
生から29年 。

長径5.7mmイ
ンプラント誕
生から17年。

3.0 x 6.0mm (日
本未承認)、 イ
ンプラント発
表、FDA承認
取得。

5.0 x 5.0mm インプラン
ト発表、FDA承認取得。

6.0 x 5.0mm インプラン
ト発表、FDA承認取得。

5.0 x 6.0mm イ
ンプラント発
表、FDA承認
取得

当時では非常に短いとされた長
径8.0mmインプラントをライン
ナップとした、バイコンインプラ
ントシステムを発表。
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4.5 x 8.0mm SHORT® 
インプラント

4.5 x 6.0mm SHORT® 
インプラント

4.0 x 5.0mm SHORT® 
インプラント

6.0 x 6.0mm SHORT® 
インプラント

4.0 x 6.0mm SHORT® 
インプラント

5.0 x 6.0mm SHORT® 
インプラント

5.0 x 5.0mm SHORT® 
インプラント

6.0 x 5.0 SHORT®  
インプラント

3.0 x 6.0 SHORT®  
インプラント

3.0 x 8.0mm イ
ンプラント発
表、FDA承認
取得。

3.0 x 8.0 SHORT®  
インプラント
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術者にとって 
インプラント治療を必要とする多くの症例では、骨の吸収を認め、十分な骨高径が不
足していることも少なくありません。 
骨吸収症例における上顎洞や下歯槽管を回避したインプラント治療は骨増生手術を
必要としますが、追加費用や治療期間の延長を懸念して患者様がインプラント治療自
体を躊躇してしまうこともあります。また、骨増生手術に伴う危険性も無視できません。 
バイコンSHORT®インプラントによるシンプルな治療は、インプラント埋入の可能性を
最大限にし、インプラント治療を希望する患者様を増加させることでしょう。

患者様にとって 

バイコンSHORT®インプラントを使用することで、骨高径が不足している場合でも骨増
生に伴うリスクや費用を懸念することなくインプラント治療を受けることができます。

Since 1985 » Simple. Predictable. Pro�table.

こちらのパンフレットは米国本社にて作成されたもので、日本で取り扱いのない製品も含まれております。
該当製品の授与・販売は承ることができませんので、何卒ご理解ご了承の程お願い申し上げます。

 販売名 医療機器承認番号
バイコンデンタルインプラント補綴用コンポーネントN 20800BZG00044000

バイコンデンタルインプラント 20800BZG00045000

バイコンデンタルインプラント補綴用コンポーネントS 20800BZG00046000

販売名 医療機器届出番号
バイコン外科手術用キットⅠ 13B1X00164000007

ボーンエクスパンダー 13B1X00164000012

歯肉パンチ 13B1X00164000013

バー 13B1X00164000014

歯科印象採得用トレー 13B1X00164000015

X線写真用グリッド 13B1X00164000016

インプラントスペーシングテンプレート 13B1X00164000017

チゼル 13B1X00164000018

トレフィンバー 13B1X00164000019

ペリオトーム 13B1X00164000020

キュレット 13B1X00164000021

ラテラルサイナスリフトインスツルメント 13B1X00164000022

サイナスリフトバー 13B1X00164000023

技工用アバットメント 13B1X00164000060

印象用コンポーネント 13B1X00164000061

バイコンジャパン株式会社
〒104-0061　 
東京都中央区銀座1-9-6　 
松岡第二銀緑館
TEL  0120-8150-62
FAX    0120-418-117
www.bicon.co.jp 
e-mail; info@bicon.co.jp


